
『シェーナウの想い』 
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2012 年10 月6 日     13：30 ～ 15：30 

13：30 ～ 14：30 映画 

『シェーナウの想い』上映会 
～自然エネルギー社会を子どもたちに～ 

14：30 ～ 15：30 トーク 
“ご近所で、みんなで作る自然エネルギー” 

 

 

 

 

コーディネーター：平島安人（自然エネルギーネットまつもと代表） 

安曇野市 堀金総合体育館 サブアリーナ 

自然エネルギーネットまつもと 

映画 

“ご近所で、みんなで作る自然エネルギー”

日程 

会場 

「“自然エネルギーネットまつもと”市民フォーラム２０１２」プレイベント 

土

■ 自然エネルギーネットまつもと ■

持続可能な社会やエネルギーについて課題意識を持つ松本地域の有志が集ま
り、これからの社会におけるエネルギーのあり方を考え、松本地域に見合った
自然エネルギーの普及をめざす任意団体“自然エネルギーネットまつもと”を
設立しました。設立：2012 年 2 月 15 日。現在の会員数：62 名。 

≪設立趣意≫ 
“自然エネルギーネットまつもと”は、「自然エネルギーありき」ではなく、望
ましい社会、持続可能な社会とはどのようなものかを考え、社会や暮らしを支
えるエネルギーはどれだけ必要なのか、どういったエネルギーが必要なのか、
それらを我がこととしてとらえ話し合うところから始めたいと考えています。
その作業を通じて、自然エネルギーの役割や意義・必要性を明確にしながら、
自然エネルギーの普及に取り組みます。 

●お問い合わせ、入会などはホームページへ → http://ematsumoto.web.fc2.com/

主催 

樋口有紀さん 
そんな私でもできた！作れた！電気の

話。「使うのはダメ！」から「ありがと

う。この電気を大切に使おう」へ。 

藤川まゆみさん 
自然エネルギーは今の社会のあり方を

変えていくカギ。市民がつながって新し

い波を起こしていきませんか？ 

 

入場
無料!!

事前の申し込みは不要です 
直接会場へお越しください 



 

『シェーナウの想い』～自然エネルギー社会を子どもたちに～
この映画は、ドイツ南西部、黒い森の中にある小さなまちシェーナウ市の住民グループが、チェルノブイ

リ原発事故をきっかけに「自然エネルギー社会を子どもたちに」という想いから、ドイツ史上初の「市民

の市民による市民のための」電力供給会社を誕生させるまでの軌跡を綴るドキュメンタリーです。 

お問い合わせは…安曇野環境フェア事務局［安曇野市役所市民環境部生活環境課（担当 山下・飯田）までお願

いします。TEL(0263)82-3131 安曇野環境フェア２０１２に関する情報は、ウェブサイト「あづみ野エコプ

ラン.net」をご覧ください。http://www.azumino-ecoplan.net/fair/fair1_2012.html 

元ＦＭ長野アナウンサー。現在

は、栄養士、イトオテルミー温熱刺

激療法師、リンパセラピストの資格

を活かして活動。 

3.11 以降、温もりのある人のつながりを大切に、子供たちが安心

して暮らせる地域社会を創ろうと『あぐる』を結成。子供達に自分の

手や足、心で感じ学んでもらう場＜松本わらべ館＞を、毎週土曜日に

アルプス公園で開催している他、野菜の無農薬栽培や電気と太陽光発

電のお話会、『あぐるふるさとまつり』などを開催。松本市在住。 

『あぐる』についてはこちら！ 

  → ブログ：ド素人ママの『農エネいっちょやったるで♪』 

http://ameblo.jp/aguru888/ 

ドイツ南西部にあるシェーナウ市。2,000 人の小さなまち。チェルノブイリ

原発事故の影響は、ここシェーナウ市にもおよびました。そこでシェーナウ市

の親たち数人が子どもたちを守るため「原子力のない未来のための親の会」（親

の会）を結成しました。 

まず始めたのが、街中に放射能から身を守るための情報を発信する情報スタ

ンドを設置することでした。また原発依存から脱却するためには、エネルギー

使用の意識変化も重要であると考え「節電キャンペーン」や「節電コンテスト」

を行いました。  

さらに住民グループは、シェーナウ市と独占的に契約を結んでいたラインフ

ェルデン電力会社（ＫＷＲ）に対し、原発に頼らない電力供給、エコ電力の買

い取り価格の引き上げ、そして節電を促すために基本料金を引き下げ使用料金

を引き上げる比例料金制度を提案しますが、冷たくあしらわれてしまいます。 

そこで住民グループ（親の会）は「それなら自分たちで電力会社をつくってしまおう！」と立ち上がり、シェーナウ電力会社（ＥＷＳ：

Elektrizit･tswerke Sch･nau)を発足させます。※後略 

2008 年 ドイツ映画、 翻訳：及川斉志（2012 年）、 上映時間：60 分 【出典：自然エネルギー社会をめざすネットワーク】 

トーク“ご近所で、みんなで作る自然エネルギー” 
自然エネルギーというと、はじめるのに労力と費用がかかると思っていませんか？今すぐにでも、楽しく

始められることがあるんです！すでに実践しているお二人のお話を聞いて、一緒に考えてみませんか？ 

広島県出身。大阪暮らしを経て、

2005 年に上田市へ移住。NPO 法

人 上田市民エネルギー理事長。自

然エネルギー信州ネット会員。 

2007 年の映画『六ヶ所村ラプソディー』との出会いから

エネルギー問題は自分たち自身の問題だと市民活動を通して

発信を始める。2011 年 11 月より、太陽に恵まれた東信の

地域性を活かし、太陽光パネル市民共同設置《相乗りくん》事

業をスタート。 

『ＮＰＯ法人上田市民エネルギー』についてはこちら！ 

→ ウェブサイト：上田市民エネルギー 

    http://eneshift.org/ 

「“自然エネルギーネットまつもと”市民フォーラム２０１２」プレイベント 

“映画『シェーナウの想い』上映＆トーク”は、 

“安曇野環境フェア２０１２”同時開催イベントです。 

樋口
ひ ぐ ち

有紀
ゆ き

さんプロフィール 藤川
ふじかわ

まゆみさんプロフィール 


